
①
準天頂衛星システムを活用
した避難所等における防災
機能の強化

準天頂衛星システムを活用して、災害関連情報の伝送機能を有する安否確認サービスを
構築し、避難所等で収集された個人の安否情報や災害関連情報を災害対策本部などの防
災機関で利用できるようなシステムを構築し、全国展開に向け普及を推進する。

②
津波浸水被害推計システム
の運用

スーパーコンピューターを用いて地理空間情報を解析し、地震津波発生時の浸水被害推
計を行う「津波浸水被害推計システム」の運用を開始する。

③
Ｇ空間防災システムの普及
の促進

地理空間情報を活用した正確なシミュレーション、適切な避難勧告等の判断に大きく貢
献することができるＧ空間防災システムについて、地方公共団体への導入を促進する。

④
高度な自動走行システムの
開発・普及の促進

高精度な３次元道路地図データ等で構成される「ダイナミックマップ」など、高度な自
動走行システムに必要な各技術課題の研究開発を推進するとともに、公道等での大規模
実証実験を行い、所要の技術の確立を図る。これにより、自動車メーカー等における実
用化を促進する。

⑤
準天頂衛星を活用した無人
航空機物流事業の促進

準天頂衛星システムを活用した無人航空機の飛行データなど 等の各種データ収集のため
の飛行実証を行うとともに、周辺環境の整備を行い、無人航空機による離島や過疎地へ
の安全・低コストな物流事業の振興を促進する。

⑥
屋内空間における高精度測
位環境づくりの促進

誰もがストレスを感じることなく円滑に移動・活動できる社会を実現するため、Ｇ空間
情報センター等を活用しつつ、屋内地図を効率的・効果的に整備し、継続的に維持・管
理する体制構築に向けた検討等を行い、民間事業者による多様な位置情報サービスが生
まれやすい環境づくりを推進する。

⑦
Ｇ空間情報センターを活用
した大規模イベント来場者
等の移動支援

人の多く集まる駅やスタジアムなどの集客施設における人流を観測・分析した情報と、
Ｇ空間情報センターに存在する情報等との重ね合わせを行い、平常時及び混雑時の状況
分析結果をＧ空間情報センターに蓄積し活用する。これにより、東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会に際して運営者や来場者に対し、円滑な移動支援を行うととも
に、活用モデルを民間事業者に展開することで、地理空間情報の利活用推進を図り、多
様なサービス創出を推進する。

⑧
農業機械の自動走行技術等
の開発・普及の促進

農業機械の完全無人、複数台同時自動走行等の実現に向けた研究開発や、現場実装に向
けた安全性確保策のルール作り、安全確保技術の検証等を行い、生産性の飛躍的な向上
の実現を目指す。

⑨
地理空間情報とICTを活用し
た林業の成長産業化の促進

航空レーザ計測、衛星画像などのリモートセンシング技術を活用して森林における高精
度な資源情報を把握し、都道府県・市町村・林業事業体等でクラウドなどのICTを活用
して共有することにより、効率的な森林施業の集約化を推進する。また、モデル地域に
おいて先進的な取組の実証を行い、成功モデルの構築・普及を図る。

⑩
i-Constructionの推進によ
る３次元データの利活用の
促進

建設現場の生産性の向上に向けて、調査・測量から設計、施工、検査、維持管理・更新
までの全ての建設生産プロセスでICT等を活用する「i-Construction 」を推進し、ICT
の全面活用により蓄積される公共工事の３次元データを活用するためのプラットフォー
ムを整備するとともに、オープンデータ化、Ｇ空間情報センターへの集約等を通じて、
３次元データの流通と利活用拡大を図る。

⑪
中小企業・小規模事業者の
研究開発・サービスモデル
開発の推進

中小企業・小規模事業者が、産学官連携して行う研究開発や新たなサービスモデルの開
発から事業化につながる案件の発掘に努めるとともに一貫した総合的な支援を行い、地
域経済を支える中小企業・小規模事業者の競争力強化を図る。

⑫
電子基準点網及び準天頂衛
星システムを活用した高精
度測位サービスの海外展開

ASEAN地域やオーストラリアで関心が高まっている、電子基準点網及び準天頂衛星シス
テムの仕組みを十分に活用した高精度測位サービスを展開し、便利で安心できる社会の
構築に貢献する。

⑬
地理空間情報の循環システ
ムの形成

地理空間情報の多様化に対応するため、Ｇ空間情報センターをハブとして、目的に応じ
て形成される各種の地理空間情報の集約システムや情報センターとを相互に連携させ
る。これにより、より多くの情報を一元的に集約・共有し、更に解析・加工をしていく
ことで新たな価値のあるデータを生成する、地理空間情報の循環システムの形成を目指
す。

５．Ｇ空間社会を世界に拡げる

地理空間情報活用推進基本計画（第３期）において
重点的に取り組むべき施策（シンボルプロジェクト）の工程表

１．国土を守り、一人一人の命を救う

２．新時代の交通、物流システムを実現する

３．多様で豊かな暮らしをつくる

４．地方創生を加速する

資料２
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